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　当院は曽祖父が現在ある馬場町で歯科医院を始
め、現在の歯科医院は父親が昭和51年に開業し、49
年目を迎えています。父親は現在リタイアして歯科
医業には従事していませんが、私が大学を卒業して
東京の開業医に７年間勤務した後、飯田市に帰省し
てから父親の跡を継ぎ17年間経過しております。飯
田市立病院には父親の代から色々とお世話になり、
歯科の分野では特に口腔外科にはお世話になってい
ます。現在では内科的疾患が口腔や嚥下機能とのつ
ながりがあることが注目され、通常の口腔ケアはも
ちろんの事、手術前の周術期治療としても歯科医師
が貢献する分野が注目され、飯田市立病院を始め他
の病院とも協力関係を築かさせていただいておりま
す。今年になり当院でもCT撮影できるＸ線装置や
口腔内をより鮮明に審査したり見ることができる３
Ｄの口腔内スキャナーを導入して、患者さんに分か
りやすく説明できる機器の導入もしております。虫

歯以外でも歯周病治療に関しては、通常の歯石除去
だけでなく、負担が少ないレーザー治療も導入し口
腔内をきれいにし、メンテナンス管理を提供してお
ります。これからも飯田下伊那の患者さんのために、
丁寧で分かりやすく、痛みや悩みを軽減して満足し
ていただける歯科医療を提供できるよう邁進してま
いりますので、気軽に来院して相談していただけた
ら嬉しく思います。

　飯田市立病院では、地域の皆さんが保健、
医療、福祉に関心を持ち、ご自身の健康増進
を図る一助となることを願い、「出前健康講
座」を実施しています。地域の皆様から伺っ
た「出前健康講座」をお申し込みいただいた
理由について、一部をご紹介します。
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診療科目 　　歯科・小児歯科

院　　長 　　吉川　正彦

所 在 地 　　〒395-0027　飯田市馬場町2-104

電話番号 　　0265-24-7050

往　　診 　　可

駐 車 場 　　あり

診療時間 月 火 水 木 金 土 日 祝

8�•30～12�•00 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 休 休

15��00～18�•30 ◯ ◯ ◯ 休 ◯ 休 休 休

【医院紹介】

出前健康講座
●少しでも長く自立した生活を送れるよう、認知症予防について学びたい。
●介護予防の一環として排尿トラブルについてお聞きしたい。
●子どもとその保護者に向けて命の大切さについて学習会を行いたい。
●施設職員が入所者の頓服を管理することが増えたため、薬の効果や副作用について知識を持ちたい。
●子どもの安全・安心な生活を守るため、感染症の予防と対策について知りたい。
●健康でいるための食事はどのようなものか教えてほしい。
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吉川院長（左端）とスタッフの皆様
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●少しでも長く自立した生活を送れるよう、認知症予防について学びたい。
●介護予防の一環として排尿トラブルについてお聞きしたい。
●子どもとその保護者に向けて命の大切さについて学習会を行いたい。
●施設職員が入所者の頓服を管理することが増えたため、薬の効果や副作用について知識を持ちたい。
●子どもの安全・安心な生活を守るため、感染症の予防と対策について知りたい。
●健康でいるための食事はどのようなものか教えてほしい。

　今年度は34種類の講座の中からご要望に合った講座を選択い
ただけます。当院の職員が地域の皆様が集まる場所へ出向き、
講座を開催します。お申し込みは、申込書をメール、FAX、郵
送等でお送りいただくか、飯田市立病院ホームページ（QRコー
ド）の出前健康講座お申し込みフォームからお願いいたします。
講座開催の２か月前までにお申し込みください。

11月14日は「世界糖尿病デー」です

年に一度の健康チェックを

　毎年、世界糖尿病デーである11月14日を含む９
日から15日の１週間は「全国糖尿病週間」です。
近年では「ダイアベティスウィーク」とも呼称さ
れるようになりました。「ダイアベティス」とは、

「糖尿病」の世界共通語です。
　治療の進歩により、糖尿病をもつ人もやりたいことを阻害され
ず生き生きと暮らすことが可能になりつつあります。しかし、社
会には現在では古くなってしまった情報や不正確な知識に起因す
る誤った認識も多くあり、糖尿病をもつ人が偏見にさらされる場
合があります。社会がもつ糖尿病とその治療のイメージを変えた
いという考えから、呼称案として「ダイアベティス」が候補と
なっています。
　「全国糖尿病週間」中は、糖尿病の正しい理解を促進し、患者
さんが不利益を被ることのない社会の形成を目的として、各地で
様々な啓発活動が行われます。飯田市立病院においても、正面玄
関をテーマカラーである青色にライトアップし、ロビーにおいて
糖尿病に関するポスター展示を行います。

　みなさん、健診や人間ドックを受けていますか？　定期的な検査で体の状態を知ることは、病気の
“早期発見”や“予防”につながります。また、日々の生活の中で少しずつ進行する病気は、自覚症状が
出にくいこともあります。
　当院の人間ドックでは基本検査に加えて様々なオプションをご用意しています。
　今年度から血液検査でわかる「BNP（脳性ナトリウム利尿ペプチド）」が追加されました。BNPは、
心臓が負担を感じたときに分泌されるホルモンの一種
で、心不全の早期発見に役立ちます。
　BNPは、高血圧、糖尿病、腎臓病のある方、息切れ
やむくみが気になる方などに特におすすめです。症状
が出る前の「心臓のサイン」を早期に見つけることが
できます。
　ご自身と家族の健康を守るために、ぜひ定期的に
健診や人間ドックを受診しましょう。

話題の
広場

⬆こちらから

昨年のライトアップの様子

昨年のポスター展示の様子



IIDA MUNICIPAL HOSPITAL NEWS6

日　程 内　容 講　師
10月１日(水) がんと摂食嚥下 摂食嚥下障害看護認定看護師
11月５日(水) がん悪液質について 消化器外科部長 がん治療認定医
12月３日(水) がんの転移について 乳腺内分泌外科部長　がん薬物療法専門医
令和８年１月７日（水） 抗がん剤の歴史と最新の薬 がん化学療法看護認定看護師
２月４日（水）※14時から 爪のトラブルございませんか？ 皮膚・排尿ケア認定看護師
３月４日（水） がんとリハビリ 理学療法士

■下半期のミニ講座の予定が決定しました！

■上半期のサロンの様子

■がんサロン結

■ハローワーク松本による就労相談のお知らせ
治療を受けながら働きたい！ 仕事を探したい！ という方へ

　当院通院中、他院通院中、地域の方や医療・福祉関係者の方など、どなたでも
ご相談いただけます。
　さまざまな悩みを一緒に考え、解決のお手伝いをいたします。お気軽にご相談
ください！

　療養上の悩みや不安な気持ちを共有したり、がんについて一緒に学ぶ「支え合
い」の場です。専門職からのミニ講座も毎月実施しています。
【日時】　毎月第１or２水曜日開催　15：00～16：00
【場所】 130 がん診療・緩和ケアセンター内　緩和ケアサロン
参加無料・申込不要　どなたでも参加いただけます‼

【日時】　毎月第２木曜日　12：30～14：15（お一人30～45分ほど）
【場所】 130 がん診療・緩和ケアセンター面談室

　ハローワーク松本の専門担当者「就職支援ナビゲーター」が当院に出張し、能力や適性、
病状、治療状況などを考慮して就職支援を行います。がん以外の疾患の方もご利用いただけます!!

令和７年度　下半期開催予定　　完全予約制　相談無料
10月９日 11月13日 12月11日

令和８年１月８日 ２月12日 ３月12日

〇病状や通院状況に配慮した求人を探します
〇応募書類の作成や面接の受け方についてアドバイスします
〇職業訓練や就職支援セミナーなどをご案内します

ご相談のご予約・お問い合わせは…
　《飯田市立病院　がん相談支援センター》

受付時間  平日 8：30～17：15 直通電話 0265－21－2010
 FAX  0265-21-1236　 メール  gansoudan@imh.jp　 場所 130 がん診療・緩和ケアセンター 内

院内講師によるミニ講座の様
子です。

５月：リンパ浮腫のセルフケア

リンパ浮腫の原因や治療法、
自分でできるケア方法などに
ついて一緒に学びました。

ミニ講座の後は、講師
への質問や語り合いの
時間になります。自身
の経験をもとに感想を
伝えあったり、疑問質
問などお気軽にお話い
ただけます。

130番　緩和ケアサロン内に飯田下
伊那の求人票も置いてあります。ご
興味がある方はぜひご覧ください。

がん相談支援センター

お知らせ
からの



IIDA MUNICIPAL HOSPITAL NEWS 7

A B C

再来受付機

11月10日から再来受付の方法が変わりました

看護学生職場体験
　看護部では、「看護学生職場体験：夏」を８月８日から
25日の間の９日間にわたり実施し、地元以外の方を含む計
34名の学生が参加しました。
　この取り組みは、看護師を目指す学生の皆さんが、実際
の医療現場を体験することで、将来の働くイメージができ
るとともに、当院の職場の雰囲気を知ってもらう機会とし
ています。学生の希望する分野（周産期・救急病棟・一般
病棟など）に半日から１日滞在し、看護師と共に行動し職
場を体験しました。
　参加した学生からは、「実習では見る事ができない経験
ができた」「職場の雰囲気や多職種連携の様子を見学でき
た」「将来の参考になった」とのコメントがありました。
　当院の魅力を感じて、「この病院で働きたい」と思って
くださった方もおり、温かな看護を共に実践しながら、地
域医療を支える仲間が増えていくことに期待（楽しみに）し
ています。

●再来受付機が新しくなりました
　これまで「診察券」で再来受付を行っていましたが、11月10日以降は
「マイナンバーカード」でも再来受付ができるようになりました。

●再来受付機の設置場所が変わりました
　以前は中央受付３番に３台設置していましたが、11月10日からは南窓側
に４台設置し、患者さまご自身で操作していただく形に変更となりました。

●再来受付機の設置場所が変わりました
　以前は中央受付３番に３台設置していましたが、11月10日からは南窓側
に４台設置し、患者さまご自身で操作していただく形に変更となりました。

話題の
広場
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　造影検査の説明を受けた際に食事を止めるように言われ、
疑問に思った経験はないでしょうか。造影検査前の食事を止
める理由として主に２つが挙げられます。
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　先日、きのこ狩りに山へ出かけ
ました。最近はクマの出没が相次

いでいるとの報道もあり、念のため熊よけの鈴をつけ、ス
プレーも携帯して臨みました。道中、カサカサと音がする
たびに少し身構えつつも、木々の香りや秋の風に包まれな
がら歩く時間はとても心地よいものでした。幸いクマに遭
遇することはありませんでしたが、きのこの収穫はわずか
で少し残念。それでも、自然の中で過ごすひとときは貴重
なリフレッシュの時間となりました。皆さんも山に入る際
は、しっかりと準備を整えてお楽しみください。

（編集委員　関口修平）

新任医師
の紹介

　妊娠時から出産までお世話になりました。第一子という
こともあり何から何まで未知な事ばかりでしたが、助産師

さん、看護師さん、医師の方々のご助言、ご指導のおかげで１つ１つの不安を払
拭することが出来ました。出産は帝王切開で術中も不安でしたが、助産師さんや
看護師さん方に手を握ってもらったり、言葉をかけていただいてとてもホッとし
たことを覚えています。子供が産声をあげた瞬間は感動的でとても幸せな瞬間で

した。産褥期は身体も少しきつく、看護師さんにお世話になりました。おかげで授乳やおむつ交換など初
めて行うことばかりでしたが何とか形になって退院することが出来ます。きっと業務や時間的にも厳しい
日々のはずなのに、私たちには一切その様子を見せず穏かに接して頂きありがとうございました。又、機
会があれば貴院で出産したいなと思います。お体に気を付けてお仕事頑張ってください。

感謝の手紙感謝の手紙

脳神経内科
寺島　慶太
（てらしま　けいた）
令和３年登録
令和７年８月１日着任

眼科
大鹿　太郎
（おおしか　たろう）
令和２年登録
令和７年７月７日着任

心臓血管外科
大津　義徳
（おおつ　よしのり）
平成10年登録
令和７年10月１日着任

小児科
金子　海渡
（かねこ　かいと）
令和２年登録
令和７年10月１日着任

歯科口腔外科
酒井　佑樹
（さかい　ゆうき）
令和３年登録
令和７年10月１日着任

●アレルギーや副作用への対応
　検査の際に造影剤を使った造影検査の場合には
造影剤の副作用として吐き気や嘔吐などの症状が
出ることがあります。胃の中に食べ物が残ってい
ると、誤嚥（嘔吐した際に内容物が誤って気管に
入ってしまう事）を起こす危険性があります。食
事止めをすることで、アレルギー反応や副作用が
起きた場合でも、誤嚥を防ぎ迅速な対応できます。
近年では食事止めをしない施設もあるようです。
●診断の精度を上げる
　検査前に食事をすると胃や腸に食べたものが残
ることや、消化管の蠕動（動き）が活発になるため、
画像がブレてしまい正確な診断が難しくなってし
まう場合があります。食事止めをすることでこれ

らのことを防ぎ、診断の精度を上げることができ
ます。
※造影検査とは
　造影剤とは静脈から注入する検査薬です。造影
剤を用いることで画像のコントラスト（白黒の差）
を付け、小さな病変や血管などが周囲の組織より
際立って見えるようになります。このように造影
検査はより詳しい情報を得ることができ、病気の
早期発見や正確な診断に欠かせない検査です。

○　　○　　○　　○　　○
　本号をもってレントゲン博士の独り言は最終回
となります。長い間ご愛読いただきましてありが
とうございました。次号からは新コラムが掲載さ
れますのでご期待ください。

最終回
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